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論文内容の要旨

VTRやコンビューターの磁気記録に使用される磁気ヘッドは，より高密度記録を達成するため，磁

気トラック幅を狭くし，且つ高周波(5 "" 7 MHz) 領域で高出力/低ノイズ(高 S/N比)が要請さ

れるo 高周波領域で、優れた特性を持つ Mn-Zn フェライトは，磁気ヘッド材料として多量に使用され

ているが，前述の高密度磁気記録の要請に応えるため，各種の磁気及び機械的特性の改良がなされなけ

ればならない。本研究は，この磁気及び機械的特性の向上を目的としたものであり，内容は以下に示す

ものである。

1.多結晶体の結晶粒子の<110>軸と<111>軸を，同時に特定の方向に配向させた二軸配向性Mn

Zn フェライトを新しく作製した。

そのため，短冊形状の長辺方向が""2μm，幅が""0. 1μm の α-FeOOH の原料粉体を新たに合

成し，l3.っこの原料と短冊状の r -MnOOH，試薬の ZnO をノぜインダーとともに押し出し成形し，

更にロール圧延することにより，原料粉体を配向させホットプレス焼結を行った。得られた焼結体は，

<110>軸の配向度95%以上， <111>軸の配向度90%以上の高密度 (>99.9%) 多結品体であった。

このフェライトは，結晶粒子を配向させることにより，フェライトの機械的特性の異方性を利用し，

磁気テープのしゅう動に対する耐摩耗性を改善し，且つ多結晶体の持つ均質性及び、高量産'1生を活用し

た材料である O

2. 多結晶体の微細構造，特にその結晶粒径を微少化するため，新しく Na の添加及び焼結条件を詳し

く調べ，高密度で結晶粒径が約 7μm の MÌl -Zn フェライトを作製出来ることを示した。

3. 更に Na 2 C0 3 -CaC03 -Zr0 2 の 3 種類の添加物を，多結晶体に加え，それぞれの添加物の微細構
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造及び磁気特性に及ぼす効果を調べた。その結果， Na は多結品体内部に均一に分布し，結晶粒径を

小さく， Ca は結晶粒界に析出し，高周波特性 (5 ,_, 7 MHz での透磁率)を向上させるとともに，同

じく結品粒界に析出した Zr を部分安定化させ， Zr は多結晶体の靭性を向上させることを見出した。

これ等の添加物により，狭トラック幅の磁気ヘッド作製時の精密機械加工に耐える，機械的特性の良

い，即ち結晶粒子の機械加工時の欠けや結晶粒子の脱落が無い材料を得られることを示した。またこ

の材料は，高周波域の電磁気特性も優れたものである。

4. 添加物による多結晶体の異常粒成長の促進について詳しく調べた。その結果， B 2 0 3 を微少量添加

し，且つこの多結晶体と種子単結晶をエチルシリケート接着液を使用して張り合わせ，熱処理を行う

ことにより，多結晶体の異常粒成長を制御し，多結晶体と単結晶の界面から多結晶体に向かつて固相

で単結品化させ得ることを示し，その単結品化のメカニズムについて述べた。

論文の審査結果の要旨

フェライトは電磁気特性・化学的安定性に優れた材料として研究の歴史は長く，実用材料としての用

途も広い。本論文は最近急速に進歩し，需要も増加した高密度磁気記録用ヘッドとして用いられる Mn-

Zn フェライトの磁気および機械的特性向上を目的として実施された研究をまとめたものであり，新た

に得られた成果は次のとおりであるo

1. VTRのようにテーフ。がヘッドと接触する場合は，磁気特性とあわせて高い耐摩耗性が必要とされ

る。本研究では，面内に特定方位を含む平板状出発原料を用意し，押し出し成形・ロール圧延の過程

により結晶粒子の方位を優先配向させた。これを熱処理して得た焼結体は<110>， <111>の 2 方向

が配向した異方性をもち，透磁率と耐摩耗性の双方に優れた特徴をもっ多結晶フェライトであること

を立証し，その製法を確立した。

2. フロッピーディスクの場合，ヘッドの摩耗は生じないが，高密度記録のため，磁気特性を損うこと

なくヘッドの精密加工を行うことのできる素材が要求される。本研究では原料フェライトに Na ・ Ca ・

Zr を添加物として加えることにより，焼結体の粒子径を制御し，さらに電気抵抗が高く強度に優れ

た安定化ジルコニア組成を粒界に析出させた。これにより，高い透磁率・低い高周波損失をあわせも

ち，同時に加工時における欠落のない材料を製造し，その実用化を達成した。

3. 添加物にBを用いた場合，原料が異常粒成長することを見出し，種子結晶にこのフェライト粉体を

接着させて加熱し，エピタキシャル成長によって多結晶体を固相のまま単結晶化させた。生成結晶は

引上げ法により溶融状態から得られた単結晶と同等の性能を持つことが証明された。

以上のとおり，本論文に示された研究内容は磁気ヘッド用フェライトの磁気および機械的特性向上の

ため，独創的な発想により製造法を開発し，実用化に成功したものであって，無機材料分野における貢

献が著しく，学位論文として価値あるものと認めるO




